
第
一
次
産
業
地
域
に
沿
け
る
局
地
鉄
道
の
建
設

!
地
主
金
融
資
本
の
役
割
を
中
心
と
し
て

l

青

木

一
、
私
鉄
資
本
家
の
系
譜
に
関
す
る
考
察

第一次産業地域における局地鉄道の建設

二
、
鉄
道
投
資
に
現
わ
れ
た
地
主
金
融
資
本

三
、
鉄
道
建
設
の
指
導
者

四
、
鉄
道
投
資
に
お
け
る
地
主
金
融
資
本
家
の
意
図
と
問
題
点

五
、
結

号五
日日

栄

局
地
鉄
道
の
史
的
性
格
あ
る
い
は
経
済
地
理
的
な
意
義
を
論
じ
た
研
究
は
少
な
い
。
し
か
し
、
近
年
鉄
道
の
建
設
や
経
営
を
地
域
社
会

の
側
か
ら
社
会
経
済
史
的
な
視
点
に
お
い
て
見
ょ
う
と
す
る
研
究
が
い
く
つ
か
輩
出
し
た
。
た
と
え
ば
、
石
井
常
雄
の
両
毛
鉄
道
①
、

筆
者
自
身
に
よ
る
下
津
井
鉄
道
、
鞘
鉄
道
、
黒
部
鉄
道
@
、

田
紀
久
子
の
横
浜
鉄
道
@
、

川
田
礼
子
の
中
央
線
@
、

は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
論
文
に
お
い
て
論
議
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
鉄
道
の
経
営
主
体
の
問
題
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

な
ど
に
関
す
る
研
究 本
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か
な
る
関
連
に
お
い
て
鉄
道
へ
の
投
資
を
意
図
し
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

鉄
道
に
投
資
し
、
経
営
に
参
画
し
た
人
々
が
い
か
な
る
経
済
基
盤
の
上
に
立
ち
、
彼
ら
の
経
済
基
盤
な
い
し
は
経
済
的
利
害
と
の
聞
に
い
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こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
筆
者
自
身
の
調
査
例
は
ま
だ
少
な
い
し
、
解
明
で
き
な
い
部
分
は
は
な
は
だ
多
い
。
わ
が
国
の
鉄
道
発
達
に
お

い
て
、
鉄
道
に
対
す
る
投
資
の
性
格
は
そ
の
時
代
に
よ
っ
て
か
な
り
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
地
域
社
会
の
熊
度
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
が
@
、

局
地
鉄
道
に
対
す
る
投
資
が
活
発
化
し
、
局
地
鉄
道
沿
線
地
域
内
部
の
資
本
家
に
よ
っ
て
投
資
が
行
な
わ
れ
る
例
が
多

く
な
っ
た
の
は
、
明
治
末
期
よ
り
大
正
前
期
に
至
る
時
代
で
あ
ろ
う
o
筆
者
は
本
論
文
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
の
局
地
鉄
道
の
建
設
と
そ

の
沿
線
の
第
一
次
産
業
(
と
く
に
農
業
)
と
の
関
連
を
、
鉄
道
の
経
済
主
体
、
す
な
わ
ち
資
本
調
達
の
主
力
と
な
る
階
層
の
鉄
道
に
対
す

る
態
度
を
中
心
と
し
て
考
察
を
試
み
た
い
。
ま
た
そ
の
内
容
は
最
終
的
な
結
論
で
は
な
く
、
筆
者
が
若
干
の
局
地
鉄
道
の
実
例
を
通
じ
て

得
た
一
つ
の
中
間
報
告
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
、
私
鉄
資
本
家
の
系
譜
に
関
す
る
考
察

私
鉄
資
本
家
の
系
譜
を
全
国
的
な
規
模
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
の
は
、
中
西
健
一
が
そ
の
著
書
「
日
本
私
有
鉄
道
史
研

究
」
に
お
い
て
提
示
し
た
も
の
が
最
初
で
あ
る
@
o

中
西
に
よ
れ
ば
、
鉄
道
国
有
化
以
前
に
お
け
る
わ
が
国
私
鉄
資
木
家
は
次
の
四
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
と
い
う
。

(2) (1) 

政
商
1

1
財
閥
系
:
:
:
三
菱
、
三
井
、
藤
田
、
渋
沢
、
住
友
、

な
ど

大
阪
在
住
の
商
人
高
利
貸
資
本
よ
り
転
成
せ
る
鉄
道
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
群
:
:
:
松
本
重
太
郎
、

田
中
市
兵
衛
、
今
西
林
三
郎
な
ど

(4) (3) 

甲
越
系
資
本
家
:
:
:
安
田
善
次
郎
、
雨
宮
敬
次
郎
、
浅
野
総
一
郎
、
岩
田
作
兵
衛
、
な
ど

九
州
の
炭
鉱
企
業
主
、
地
方
素
封
家

こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
一
八
九
五
年
(
明
二
八
)
現
在
の
一
三
私
鉄
の
大
株
主
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
結
果
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る



が
、
川
、
t
同
の
グ
ル
ー
プ
と
凶
の
グ
ル
ー
プ
の
聞
に
は
少
な
か
ら
ず
異
質
の
も
の
が
感
ぜ
ら
れ
る
o

す
な
わ
ち
、
前
者
は
特
定
の
地
域
の

鉄
道
に
対
す
る
投
資
で
は
な
く
、
利
益
率
の
高
い
鉄
道
の
建
設
を
求
め
て
全
国
の
多
数
の
鉄
道
に
投
資
を
行
な
っ
て
い
る
、
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
の
に
対
し
、
後
者
は
資
本
家
自
身
の
地
域
社
会
に
関
連
す
る
鉄
道
の
み
に
投
資
す
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
九
州
の
炭
鉱
企
業
家

と
地
方
素
封
家
(
地
方
的
資
本
家
と
地
主
な
ど
)
と
で
は
同
一
の
性
格
の
投
資
者
と
は
い
い
が
た
い
。
筆
者
は
こ
れ
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ

と
考
え
る
よ
り
は
、
川
、
t
同
の
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
も
属
さ
な
い
「
そ
の
他
」
で
あ
り
、
今
後
よ
り
詳
細
な
調
査
に
よ
っ
て
更
に
分
類
の
必

要
が
あ
る
混
合
体
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
九

O
六
年
(
明
三
九
)

の
鉄
道
固
有
化
に
よ
っ
て
、
幹
線
鉄
道
と
な
る
大
私
鉄
は
買
収
の
対
象
と
な
り
、
残
さ
れ
た
私
鉄
は
す
べ
て

第一次産業地域における局地鉄道の建設

一
九
一

O
年
(
明
四
一
ニ
)

の
軽
便
鉄
道
法
の
公
布
に
よ
っ
て
局
地
鉄
道
と
し
て
の
私
鉄
は
爆
発
的
な
普
及

局
地
鉄
道
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

を
記
録
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
川

1
同
の
グ
ル
ー
プ
は
私
鉄
資
本
家
と
し
て
は
消
滅
す
る
か
大
幅
に
後
退
し
た
の
に
対
し
て
、
地
方
素
封

家
の
鉄
道
投
資
は
急
速
に
増
大
し
、
全
体
の
中
で
の
比
重
を
大
き
な
も
の
と
し
た
。

地
方
素
封
家
の
経
済
的
基
盤
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
明
治
期
を
通
じ
て
耕
地
の
兼
併
を
進
め
、
資
本
の
蓄
積
を
行
な
っ
て

き
た
地
主
階
層
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
鉄
道
へ
の
投
資
が
地
主
の
投
資
対
象
と
し
て
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
は
、
守
田
志
郎
の
研
究
⑦
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
ま
だ
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
本
論
文
に
お
い
て
は

一
九
一

O
年
以
降
の
軽
便
鉄
道
の
普
及
時
代
に
お
い
て
、
農
業
卓
越
地
域
を
沿
線
地
域
と
す
る
局
地
鉄
道
の
性
格
を
鉄
道
資
本
家
と
し
て

主
役
を
演
じ
た
地
主
階
層
を
中
心
と
し
て
観
察
し
て
み
た
い
。
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ニ
、
鉄
道
投
資
に
現
わ
れ
た
地
主
金
融
資
本
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明
治
末
期
よ
り
大
正
初
期
に
亘
っ
て
軽
便
鉄
道
と
し
て
免
許
を
得
た
二
つ
の
鉄
道
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
株
主
を
調
査
し
て
み

(1) 
た
。
こ
れ
ら
の
鉄
道
の
沿
線
は
一
般
に
農
業
地
域
で
あ
り
、

鞠
軽
便
鉄
道
(
の
ち
鞠
鉄
道
)

ま
た
沿
線
地
域
の
商
業
中
心
と
な
る
地
方
都
市
を
含
ん
で
い
る
。

鞘
軽
便
鉄
道
は
一
九
一

O
年
(
明
四
一
二
)
九
月
五
日
、
軽
便
鉄
道
法
に
よ
っ
て
免
許
さ
れ
た
鉄
道
で
、
山
陽
本
線
の
福
山
よ
り
分
岐
し

て
、
近
世
に
港
町
と
し
て
繁
栄
し
た
鞘
に
至
る
延
長
二
了
五
キ
ロ
、
軌
間
七
六
二
ミ
リ
の
局
地
鉄
道
で
あ
る
。

ーーーーー柄軽便鉄道

一一一一国鉄

一一一一ー主要道路

rJ

・a

み

己
廿
の
ポ
み

'
'
;
 
f
f
f
島

制

jr
半

端

山

隈

，

j
ハ
ー
ー
ら

山

沼

/

V、t

一
九
一
三
一
年
(
大
二
)

一
一
月
一
七
日
に
鞘
1

野
上
聞
を
開
業
し
、
翌
一
九

一
四
年
四
月
二
一
日
、
野
上
l
福
山
町
(
の
ち
三
ノ

丸
駅
)
聞
を
、

一
九
一
七
年
(
大
六
)
九
月
一

O
日

腕軽便鉄道沿線要図

山
陽
本
線
福
山
駅
に
路
線
を
進
入
さ
せ
て
、
そ
の
全

路
線
を
完
成
さ
せ
た
。

一
九
五
四
年
(
昭
二
九
)
ご

月
二
八
日
限
り
で
営
業
を
廃
止
し
、
現
在
は
パ
ス
路

線
の
み
が
走
っ
て
い
る
。

福
山
1

鞘
聞
の
鉄
道
計
画
は
す
で
に
一
八
九
九
年

第 1図

(
明
二
二
一
)
に
私
設
鉄
道
法
に
よ
る
鞘
鉄
道
の
仮
免

許
が
あ
っ
て
、

一
九
一

O
年
の
免
許
は
第
二
回
目
の

鉄
道
計
画
で
あ
っ
た
宅

鞘
軽
便
鉄
道
の
当
初
の
資
本
金
は
二

O
万
円
で
、



発
行
株
数
四

O
O
O株
、
こ
の
う
ち
広
島
県
在
住
の
株
主
の
持
株
比
率
は
七
九
・
五
泌
を
占
め
、
そ
の
大
部
分
は
同
鉄
道
の
沿
線
地
域
に

居
住
し
て
い
た
。
持
株
六

O
株
以
上
の
大
株
主
一
四
名
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
が
第
1
表
で
、
そ
の
持
株
総
数
は
二
三
四

O
株
、
全
体

の
五
八
・
五
%
を
占
め
る
。
こ
こ
に
は
森
下
博
や
井
上
角
五
郎
、
阿
部
正
桓
の
よ
う
な
地
縁
で
結
ぼ
れ
た
人
物
も
名
を
連
ね
て
い
る
が
、

地
元
株
主
に
は
地
主
が
多
い
。

株

第一次産業地域における局地鉄道の建設

四

O
五

一二

0
0

二
五

O

一一一一一

二
0
0

二
0
0

一
五
八

一
三

O
一0
0
一0
0
一0
0
六
O
六
O
六
O
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数

氏

開
軽
便
鉄
道
大
株
主
一
覧
(
一
九
一
三
年
五
月
三
日
現
在
)

名

居

住

地

業

第
1
表林
助

森

下

博

桑

田

コ

ウ

酒

井

作

治

郎

井

上

利

八

回

上

一

雄

村

上

武

八

阿

部

正

桓

井

上

角

五

郎

納

銀

行

村

上

森

治

郎

河

相

三

郎

桑

田

勝

三

桑

田

貞

治

郎
半

職

グ納 ρ 福鞠 M 東千東水 M 鞠大納

山 京年京呑 阪

町町 市村市村 町市町

地
主
薬
種
商

地
主

土
木
請
負
業

不
明
小
学
校
長

旧
福
山
藩
主

政
友
会
代
議
士
、
地
元
選
出

(
頭
取
林
半
助
)

酒
商
醤
油
酸
造
業

地
主

町
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所
有
株
六
O
株
以
上
の
み
、
「
納
軽
便
鉄
道
大
正
二
年
上
半
期
営
業
報
告
書
」
所
収
株
主
名
簿
に
よ
る

原
文
献
に
は
居
住
地
は
県
、
市
名
の
み
記
さ
れ
て
い
る
、
が
、
広
島
県
内
居
住
者
に
つ
い
て
は
筆
者
の
間
取
り
に
よ
り
町
村
名
を
確
認
し
た
。

職
業
は
林
公
三
郎
、
太
田
正
巳
、
式
見
寮
一
、
河
相
二
一
郎
各
氏
よ
り
筆
者
な
ら
び
に
岩
崎
公
代
の
関
取
り
に
よ
っ
た
。

株
主
の
筆
頭
に
位
す
る
林
半
助
家
は
近
世
に
は
鞘
に
お
い
て
錨
や
船
釘
の
製
造
に
従
事
し
て
お
り
、
次
に
位
す
る
桑
田
、
酒
井
家
は
近

注

(2) (1) 

世
港
町
経
済
の
中
枢
と
い
う
べ
き
肥
料
問
屋
あ
る
い
は
酒
の
醸
造
を
業
と
し
て
い
た
o

明
治
中
期
に
進
行
し
た
交
通
体
系
の
大
き
な
変
羊

に
よ
っ
て
、
近
世
港
町
の
機
能
と
密
着
し
て
い
た
こ
れ
ら
の
諸
業
は
消
滅
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

と
く
に
鞘
の
四
大
資
産
家
と
称
さ
れ

た
林
、

桑
田
、

酒
井
、

太
田
の
四
家
は
高
利
貸
的
な
機
能
を
強
め
、

資
産
を
土
地
の
形
態
で
蓄
積
し
、
不
在
地
主
に
転
化
し
て
い
っ
た

(
太
田
家
は
鞘
軽
便
鉄
道
の
発
起
人
に
は
名
を
連
ね
た
が
大
株
主
の
中
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
)
O

と
く
に
林

家
は
水
田
を
主
と
す
る
一

O
O町
歩
以
上
を
所
有
す
る
広
島
県
内
有
数
の
大
地
主
で
あ
っ
た
。
こ
の
四
家
は
一
八
九
九
年
仮
免
許
さ
れ
た

鞘
鉄
道
の
発
起
人
と
し
て
も
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
そ
の
申
請
書
に
お
い
て
自
ら
の
職
業
を
「
金
穀
貸
付
商
」
と
称
し
て
い
る
の
は
そ
の

実
態
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
o

彼
ら
は
こ
れ
に
よ
る
資
本
蓄
積
を
銀
行
資
本
と
し
て
活
用
を
計
り
、
林
、
酒
井
、
太
田
家
な
ど

に
よ
る
鞘
銀
行
(
一
八
九
四
年
設
立
)
、
桑
田
家
に
よ
る
桑
田
銀
行
(
鞘
支
匝
、

一
八
九
五
年
設
立
)
が
相
次
い
で
開
業
し
て
い
る
。
福
山
市

に
お
け
る
よ
り
小
規
模
な
地
主
で
醸
造
業
を
営
ん
で
い
た
、
村
上
、
河
相
家
な
ど
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
地
主
が
地
主
金
融
資
本
家
と
し

て
、
鞘
軽
便
鉄
道
へ
の
投
資
の
主
役
を
勤
め
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(2) 

東
野
鉄
道

東
野
鉄
道
は
一
九
一
三
年
(
大
一
一
)
八
月
一
五
日
軽
便
鉄
道
法
に
よ
っ
て
免
許
さ
れ
た
鉄
道
で
、
当
初
の
計
画
路
線
は
東
北
本
線
の
西

那
須
野
よ
り
分
岐
し
て
、
大
田
原
、
川
西
、
黒
羽
を
経
て
茨
城
県
大
子
に
至
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
開
業
し
た
区
間
は
西
那
須
野
・

〈
ゐ
ぱ
ね

黒
羽
間
(
一
九
一
八
年
四
月
一
七
日
開
業
)
、
黒
羽
・
那
須
小
川
間
(
一
九
二
四
年
一
一
一
月
六
日
開
業
)
の
合
計
二
四
・
五
キ
ロ
に
す
ぎ
な
か
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群
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近伊つ
に tこ
ぉ o.

けL大
る田
商原
業は
中那
心須
地野
で原
あ付

り
、
黒
羽
と
川
西
は
近
世
那
珂

川
水
運
の
河
港
と
し
て
繁
栄
し

た
町
で
あ
っ
た
。
こ
の
路
線
も

東野鉄道沿線要図

現
在
は
存
在
せ
ず
、
黒
羽
・
那

須
小
川
聞
は
一
九
三
九
年
(
昭

一
四
)
五
月
コ
二
日
限
り
で
、

西
那
須
野
・
黒
羽
聞
は
一
九
六

八
年
(
昭
四
三
)

一
一
一
月
一
四

第2図

日
限
り
で
廃
業
し
て
い
る
。
軌

聞
は
一

O
六
七
ミ
リ
で
あ
っ

て
、
国
鉄
と
の
聞
に
貨
物
の
連

帯
運
輸
な
ら
び
に
貨
車
の
相
互

直
通
を
実
施
し
て
い
た
。

東
野
鉄
道
の
当
初
の
資
本
金

は
五

O
万
円
で
、
発
行
株
数
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0
0
0
0株
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
栃
木
県
内
在
住
株
主
の
持
株
比
率
は
九
九
・
九
%
、
沿
線
地
域
を
含
む
那
須
郡
内
の
そ
れ
は
七
五
・
二

そ
の
持
株
総
数
は
六
二
六
六
株
、
全
体

%
に
上
っ
た
。
持
株
一

O
O株
以
上
の
大
株
主
三
四
名
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
が
第
二
表
で
、

ゑ
り
マ
h
v
o

の
六
二
・
七
%
に
相
当
す
る
o

こ
こ
で
も
そ
の
大
多
数
を
占
め
る
の
は
沿
線
の
水
田
地
域
や
そ
の
周
辺
に
広
く
分
布
す
る
大
地
主
た
ち
で

第

2
表

や

K'

E
4
S
A
E
 

一 一一一一一一二二二二三五七 O
O二五五五五九 000五 0000
000000六 00000000 数

氏 東
野
鉄
道
大
株
主
一
覧
(
一
九
一
六
年
五
月
一
一
一
一
日
現
在
)

業

植
竹
三
右
衛
門

増

田

新

七

植

竹

熊

次

郎

増

田

岸

太

郎

見

目

清

猪

股

模

之

助

菊

地

秀

勝

新

江

寅

阿

由

葉

勝

作

菊

地

政

三

郎

蓮

実

鉄

太

郎

篠
原
友
右
衛
門

滝

沢

喜

平

治

花

塚

興

安

田

六

之

助
名

居

住

地

川

西

町

黒

羽

町

川

西

町

黒

羽

町

塩

谷

郡

川

西

町

宇
都
宮
市

足

利

郡

川

西

町

(
那
須
郡
)

宇
都
宮
市

塩

谷

郡

(
那
須
郡
)

川

西

町

職

地

主
11 11 11 11 

呉 不地石不 地弁
服 材 H 護グ
商明主商明 主主

黒
羽

)11 
で
教
員
を
歴
任
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0000000000000000000  
0000000000000000000  

菊

地

春

之

助

磯

良

節

斎

藤

亥

之

助

飯

島

元

太

郎

飯

島

元

兵

衛

斎

藤

酉

之

助

小

室

善

之

助

小

山

忠

録

菊

地

欣

之

助

若

林

五

郎

平

川

上

騰

吉

川

上

保

太

郎

渡

辺

政

一

郎

上

野

松

次

郎

村

山

金

平

矢
口
長
右
衛
門

藤

平

護

一

郎

久

保

市

三

郎

加

藤

昇

一

郎

11 λF 11 11 

黒
y 羽グ

町

11 

大
ν 回 H

原
町

11 

上芳塩宇

費グ賀谷 M 警グ
郡郡郡市

地

主

医

師

地

主11 Fノ

公
債
生
活
者
、
旧
黒
羽
藩
家
老
家

地
主
肥
料
商
、
大
田
原
電
気
会
社
社
長

金
物
商

毛
一
毘
製
造
業

酒
類
商

(
商
業
)

肥
料
商

地
主

地
主
、
日
本
酪
醸
会
社
重
役

所
有
株

一
O
O株
以
上
の
み

「
東
野
鉄
道
第
一
回
事
業
報
告
書
」
所
収
株
主
名
簿
に
よ
る
。

ω
原
文
献
に
は
居
住
地
は
郡
、
市
名
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
那
須
郡
内
居
住
者
に
つ
い
て
は
筆
者
の
関
取
り
に
よ
り
町
村
名
を
確
認
し
た
。

た
だ
し
蓮
実
鉄
太
郎
、
花
塚
興
に
つ
い
て
は
不
明
で
、
(
那
須
郡
〉
の
ま
ま
記
し
た
。

職
業
は
高
瀬
謹
六
氏
よ
り
筆
者
の
間
取
り
に
よ
る
。

注

(2) 
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ま
ず
株
主
分
布
の
最
も
多
か
っ
た
黒
羽
町
お
よ
び
川
西
町
(
那
珂
川
を
は
さ
ん
で
東
岸
に
黒
羽
、
西
岸
に
川
西
が
あ
り
、
現
在
は
羽
黒

町
に
含
ま
れ
る
o

黒
羽
駅
は
旧
川
西
町
の
区
域
に
あ
っ
た
)
に
つ
い
て
み
る
と
、
植
竹
、
増
田
、
猪
股
、
菊
池
、
飯
島
な
ど
の
一
族
は
こ

け

ん

も

〈

あ

ゆ

ぽ

の
付
近
に
お
け
る
有
力
な
山
林
ま
た
は
水
田
地
主
で
あ
り
、
沿
線
地
域
以
外
で
は
、
見
目
阿
由
葉
、
矢
口
、
滝
沢
な
ど
が
著
名
な
大
地

主
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
大
地
主
の
う
ち
に
は
自
ら
の
銀
行
を
持
ち
、
そ
の
役
員
と
な
っ
て
い
る
者
も
多
く
、
判
明
し
て
い
る
者
は
次

の
通
り
で
あ
っ
た
⑬
O

植
竹
三
右
衛
門
・
:
・
:
・
:
栃
木
県
商
工
銀
行
頭
取

増
田
新
七
:
;
:
:
:
:
:
:
那
須
商
業
銀
行
頭
取

滝
沢
喜
平
治
:
・

:
:
J
i
-
-
四
十
一
銀
行
頭
取

藤
平
謹
一
郎
:
・
:
:
:
:
:
農
工
銀
行
重
役

久
保
市
三
郎
:
-
j
i
-
-
-
・
農
工
銀
行
重
役

地
主
大
株
主
の
分
布
は
沿
線
地
域
の
み
で
は
な
く
、
栃
木
県
南
部
の
水
団
地
帯
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
第
2
表
に
現
わ
れ
た
人
物
で

は
、
塩
谷
郡
北
高
根
沢
村
(
現
氏
家
町
の
一
部
)

の
見
目
清
、
矢
口
長
右
衛
門
、
同
郡
氏
家
町
の
滝
沢
喜
平
治
、
芳
賀
郡
市
羽
村
(
現
市

貝
村
の
一
部
)

の
藤
平
謹
一
郎
、
同
郡
中
村
(
現
真
岡
市
の
一
部
)

の
久
保
市
三
郎
、
足
利
郡
北
郷
村
(
現
足
利
市
の
一
部
)

の
阿
由
葉

勝
作
、

上
都
賀
郡
落
合
村
(
現
今
市
市
の
一
部
)

の
加
藤
昇
一
郎
な
ど
が
あ
る
。
沿
線
地
域
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
地
域
在
住
の
地
主
が
広

く
参
加
し
て
い
る
の
も
東
野
鉄
道
へ
の
投
資
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

地
主
ば
か
り
で
な
く
、
地
方
都
市
の
商
業
資
本
家
も
鉄
道
投
資
に
参
加
し
て
い
る
o

沿
線
地
域
の
商
業
中
心
都
市
で
あ
る
大
田
原
町
の

若
林
五
郎
平
、
川
上
騰
吉
(
大
田
原
銀
行
頭
取
)
、
宇
都
宮
市
の
篠
原
友
右
衛
門
、
上
野
松
次
郎
(
宇
都
宮
銀
行
頭
取
)
、
村
山
金
平
(
下
野

銀
行
重
役
)
な
ど
で
、
こ
こ
に
も
沿
線
地
域
で
は
な
い
宇
都
宮
の
富
裕
な
商
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
銀
行
を
背
景
と
し
て
出
資
し
て
い
る
の
で



あ
る
。す
な
わ
ち
、
東
野
鉄
道
の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
県
内
各
地
の
地
主
、
商
業
の
各
金
融
資
本
家
が
主
な
出
資
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

三
、
鉄
道
建
設
の
指
導
者

前
章
に
述
べ
た
よ
う
に
鞘
軽
便
鉄
道
な
ら
び
に
東
野
鉄
道
の
建
設
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
資
金
調
達
の
主
役
を
つ
と
め
た
も
の
は
地
主
金

第一次産業地域における局地鉄道の建設

融
資
本
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
両
鉄
道
の
建
設
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
た
人
物
は
彼
ら
で
は
な
く
、
別
の
階
層
の
人
物
で
あ
っ
た
。

だ
ん
じ
よ
う

鞘
軽
便
鉄
道
建
設
の
主
唱
者
は
壇
上
栄
太
郎
な
る
人
物
で
あ
っ
た
⑪
O

壇
上
は
福
山
町
の
出
身
で
、
広
島
医
学
校
を
卒
業
後
、
仙
台
高

校
の
教
師
を
経
て
、
京
都
帝
国
大
学
の
薬
局
長
を
歴
任
し
た
経
歴
を
有
す
る
。
当
時
妻
の
縁
故
に
よ
っ
て
鞘
町
で
薬
局
を
開
業
し
て
い

た
。
彼
は
軒
町
の
有
力
者
、
す
な
わ
ち
地
主
金
融
資
本
家
と
し
て
活
動
を
し
て
い
た
前
述
の
林
、
桑
田
、
太
田
、
酒
井
な
ど
の
諸
家
を
説

き
、
鞘
交
通
機
関
期
成
同
盟
会
を
組
織
し
、
自
ら
創
立
委
員
と
な
っ
て
、
軽
便
鉄
道
の
建
設
に
奔
走
し
た
。
会
社
設
立
後
、
初
代
社
長
に

は
林
半
助
が
選
ば
れ
た
が
、
壇
上
は
専
務
取
締
役
と
し
て
会
社
の
実
務
を
統
括
し
た
。

壇
上
は
鉄
道
の
発
起
人
と
し
て
名
を
連
ね
、
彼
の
引
受
予
定
株
数
は
一

O
O株
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
株
主
と
し
て
名
を
連
ね
て
は

い
な
い
o

大
株
主
と
な
っ
た
大
阪
の
製
薬
業
者
仁
丹
の
経
営
者
で
あ
っ
た
森
下
博
は
鉄
道
の
沿
線
地
域
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
出
資

は
恐
ら
く
薬
剤
師
で
あ
っ
た
壇
上
と
の
結
び
つ
き
に
よ
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

東
野
鉄
道
の
主
唱
者
で
あ
っ
た
川
上
保
太
郎
の
経
歴
は
不
明
の
点
が
多
い
が
、
当
時
大
田
原
町
に
在
住
し
て
お
り
、
東
京
市
本
所
区
柳

195 

島
元
町
に
毛
麗
製
造
工
場
を
経
営
し
て
い
た
。

「
発
起
人
身
元
調
書
」
⑫
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
彼
は
「
相
当
ノ
信
用
ヲ
有
ス
」
と
判
定
さ
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れ
な
が
ら
資
産
欄
に
は
何
の
記
入
も
な
い
の
で
、
大
き
な
資
産
家
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
は
「
東
野
鉄
道
株
式
会
社
創

立
発
起
人
」
の
代
理
人
に
選
出
さ
れ
、
創
立
事
務
の
責
任
を
負
っ
た
。
会
社
創
立
後
は
監
査
役
、
次
い
で
常
務
取
締
役
と
な
っ
て
、
こ
れ

に
専
念
し
た
(
初
代
社
長
は
植
竹
三
右
衛
円
で
あ
っ
た
)
。

壇
上
と
川
上
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
両
人
と
も
そ
の
地
域
社
会
に
閉
じ
こ
も
っ
て
生
活
し
て
き
た
人
物
で
は
な
く
、
前
者
は
仙
台
、
京

都
、
後
者
は
東
京
に
活
動
し
て
、
自
ら
の
資
産
は
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
広
い
視
野
を
も
っ
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
川
上
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
壇
上
は
当
時
と
し
て
は
高
等
教
育
を
受
け
た
イ
ン
テ
リ
で
あ
っ
た
o

彼
ら
の
住
ん
で
い
た
鞘
町
あ
る
い
は
大
田

原
町
は
幹
線
鉄
道
よ
り
隔
離
し
、
町
民
に
と
っ
て
大
き
な
不
便
が
感
ぜ
ら
れ
て
い
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
局
地
鉄
道
待
望
の
ム

l
ド
を

組
織
化
し
、
そ
の
地
域
の
主
要
な
資
産
家
で
あ
っ
た
地
主
金
融
資
本
家
を
出
資
者
と
し
て
動
員
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
は
、
彼
ら
の
能

力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両
名
と
も
第
一
次
産
業
地
域
に
あ
る
商
業
中
心
都
市
に
生
む
小
商
人
で
あ
っ
て
、
鉄
道

建
設
を
契
機
と
し
て
鉄
道
経
営
者
と
し
て
専
念
す
る
よ
う
に
な
る
。
大
正
期
の
第
一
次
産
業
地
域
の
局
地
鉄
道
の
経
営
者
の
一
つ
の
類
型

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

壇
上
や
川
上
の
よ
う
な
型
の
経
営
者
が
わ
が
国
局
地
鉄
道
の
建
設
に
あ
た
っ
て
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
特
殊
な
例
で
あ
る
の

か
、
現
在
の
段
階
で
は
断
定
で
き
な
い
。
今
後
多
く
の
局
地
鉄
道
の
成
立
の
プ
ロ
セ
ス
を
追
跡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

わ
が
国
の
農
業
地
域
に
か
な
り
普
遍
的
存
在
で
あ
っ
た
地
主
金
融
資
本
が
鉄
道
投
資
に
参
画
す

る
場
合
、
こ
の
種
の
経
営
者
と
結
び
つ
く
実
例
は
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

農
業
地
域
に
お
け
る
局
地
鉄
道
建
設
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
農
業
の
側
に
立
つ
資
本
家
で
あ
る
地
主
以
外
の
階
層
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
事

実
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
農
業
と
鉄
道
と
の
閣
係
を
み
る
上
に
重
要
な
視
点
を
示
唆
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。



四
、
鉄
道
投
資
に
お
け
る
地
主
金
融
資
本
家
の
意
図
と
問
題
点

軽
便
鉄
道
の
発
達
し
た
時
代
に
地
主
金
融
資
本
家
が
い
か
な
る
意
図
で
鉄
道
に
投
資
し
た
の
で
あ
る
か
は
従
来
の
研
究
で
は
十
分
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
鉄
道
に
投
資
す
る
個
人
な
り
企
業
な
り
が
期
待
す
る
経
済
的
な
利
益
は
次
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
。

i
 

J

，
 

l
 
鉄
道
の
開
業
に
よ
っ
て
自
己
の
経
済
基
盤
と
な
る
産
業
に
関
係
す
る
貨
物
(
原
料
、
製
品
)
の
輸
送
を
円
滑
化
、
低
廉
化
す
る
。

(ロ)

鉄
道
経
営
に
よ
る
利
益
の
配
当
を
期
待
す
る
。

前
者
は
産
業
資
本
家
の
立
場
で
あ
り
、
鉱
山
・
炭
鉱
よ
り
鉱
石
・
石
炭
を
積
出
す
鉄
道
、
あ
る
い
は
セ
メ
ン
ト
工
場
よ
り
セ
メ
ン
ト
を
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積
出
す
鉄
道
な
ど
が
こ
の
分
類
に
属
す
る
。
後
者
は
鉄
道
資
本
家
の
立
場
で
あ
っ
て
、
都
市
鉄
道
な
ど
に
対
す
る
投
資
は
大
部
分
が
こ
の

立
場
で
あ
ろ
う
。

従
来
の
局
地
鉄
道
の
研
究
で
は
刊
の
産
業
資
本
家
の
立
場
が
重
視
さ
れ
、
こ
の
種
の
分
析
に
適
当
な
鉄
道
が
研
究
対
象
と
し
て
選
ば
れ

て
き
た
⑬
が
、
同
の
立
場
の
鉄
道
投
資
は
判
定
が
む
ず
か
し
く
、
は
っ
き
り
と
そ
れ
を
確
認
す
る
証
拠
に
乏
し
い
の
が
通
例
で
あ
る
@
。

地
主
金
融
資
本
家
が
前
者
の
立
場
で
鉄
道
投
資
を
行
な
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ
の
鉄
道
は
彼
ら
の
商
品
で
あ
る
小
作
米
を
市
場
へ
出

す
過
程
に
お
い
て
輸
送
の
円
滑
化
を
は
か
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
鞘
軽
便
鉄
道
と
東
野
鉄
道
の
開
業
後
の
貨
物
輸
送
を
運
輸
統

計
の
上
で
調
査
し
て
み
る
と
、
第
3
表
の
よ
う
に
そ
の
貨
物
輸
送
実
績
は
比
較
的
低
位
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
運
輸
収
入
中
、

貨
車
収
入
の
占
め
る
比
率
で
は
、
鞘
軽
便
鉄
道
は
小
さ
い
が
、
東
野
鉄
道
で
は
四

O
%以
上
を
占
め
る
。
東
野
鉄
道
に
お
け
る
輸
送
貨
物

を
品
目
別
に
み
る
と
、

や
や
後
年
の
統
計
で
あ
る
が
(
一
九
三
六
年
)
、
農
産
品
(
米
と
麦
類
)
と
林
産
品
(
木
材
、
木
炭
、
薪
)
の
発
送
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な
ら
び
に
肥
料
の
到
着
が
多
い
⑮
O

」
の
詳
細
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
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簡(軽便)鉄道，東野鉄道の運輸窃度と営業収入

名次 キロ 旅客|貨物客車収入|貨車収入|その他の収入| 計

靭
人 トン 千円 千円 千円 千円

1916 12.2 190 13 19.3 2.8 0.6 22.7 

便軽
1921 12.2 369 21 65.0 12.8 0.7 78.5 

1926 12.2 333 12 64.8 12.3 1.6 78.7 

鉄 1931 12.5 440 14 46.2 11. 0 1.1 58.3 

道 1936 12.5 803 17 57.5 14.8 2.6 74.9 

東
1916 

野
1921 13.2 236 58 56.8 41. 5 3.4 101. 7 

* 1926 24.5 203 57 87.6 66.2 12.3 166.1 
鉄
1931 24.4 281 72 48.2 50.0 4.8 103.0 

道 1936 24.4 248 66 48.6 45.0 6.8 100.4 

第3表

鉄道省(院)鉄道統計資料各年による。

注 1916， 1921， 1926年の営業キロはマイルチェーン表示を筆者が換算した

もの。

長印は実際は1931年以降と同一路線，換算の結果O.lkmの相違を生じ

7こもの。

農
産
品
発
送

内

米
葉
煙
草

麦
類

林
産
品
発
送

内

木

材

類

木
炭
薪到
着
人
造
肥
料

一
般
肥
料

魚
肥

肥
内料

一
六
八
九
二
ト
ン
(
三
一
て
六
%
)

七
三
七
二
ト
ン

六
四
八
六
ト
ン

二
九
三
七
ト
ン

一
三
二
八
六
ト
ン
(
二
五
・
五
%
)

八一

O
六
ト
ン

二
三
五
四
ト
ン

二
二
八
八
ト
ン

九
五
一
七
ト
ン
(
一
八
・
四
%
)

五
四
八
八
ト
ン

二
五
七
一
ト
ン

一
一
一
四
ト
ン

」
の
よ
う
な
傾
向
は
わ
が
国
の
第
一
次
産
業
地
域
を
沿

線
地
域
と
す
る
局
地
鉄
道
に
あ
っ
て
は
類
似
例
が
多
く
み

っ
た
@
o

ら
れ
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
い
て
も
一
般
的
な
現
象
で
あ

ま
た
大
正
期
に
も
広
く
み
ら
れ
た
現
象
と
考
え

ら
れ
る
o

た
だ
こ
の
よ
う
な
貨
物
品
目
の
構
成
を
も
っ
局

ス

(
芦
田
・
当
巳
-
E巾
)

地
鉄
道
の
貨
物
運
輸
密
度
は
一
般
に
小
さ
く
、

の
指
摘
し
た
よ
う
な
、
農
場
の

ウ
オ

l
レ

存
在
が
貨
物
運
輸
密
度
を
大
き
く
高
め
る
要
因
と
な
る
事



例
。
は
わ
が
国
で
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
東
野
鉄
道
の
よ
う
な
貨
物
品
目
構
成
で
あ
り
、

か
つ
運
輸
収
入
に
お
い
て
貨
車
収
入
が
半
分
近

く
を
占
め
る
局
地
鉄
道
は
第
二
次
大
戦
ま
で
は
若
干
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
輸
送
数
量
も
少
な
く
、
旅
客
収
入
依
存
の
傾
向
も
大

で
あ
る
も
の
の
、
東
野
鉄
道
の
場
合
は
農
業
や
林
業
と
結
び
つ
い
た
機
能
を
も
ち
、
水
田
地
主
や
山
林
地
主
が
自
ら
の
商
品
の
輸
送
を
円

滑
化
、
低
廉
化
す
る
意
図
を
も
っ
て
鉄
道
投
資
を
行
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
鞘
軽
便
鉄
道
の
場
合
は
こ
の
よ
う
な
性
格

の
投
資
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
東
野
鉄
道
の
大
株
主
は
沿
線
地
域
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
県
内
各
地
の
地
主
金
融
資
本
家
、
商

業
金
融
資
本
家
を
網
羅
し
て
い
た
o

彼
ら
の
投
資
目
的
は
鉄
道
経
営
に
よ
る
利
益
配
当
は
考
え
ら
れ
て
も
、
産
業
鉄
道
的
な
機
能
を
求
め

第一次産業地域における局地鉄道の建設

て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
わ
が
国
の
局
地
鉄
道
の
建
設
に
お
い
て
、
地
主
金
融
資
本
が
果
し
た
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
投
資
目
的
を
産
業
鉄
道
的
な
も
の
と
規
定
す
る
明
確
な
実
例
は
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
東
野
鉄
道

に
お
い
て
も
そ
の
可
能
性
は
存
在
す
る
が
、
現
在
の
資
料
で
は
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
鉄
道
投
資
の
動
機
は
前
記
の
二
目
的
だ
け
で
は
ま
だ
十
分
説
明
し
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
o

馬
車
や
人
力

車
に
か
わ
る
近
代
的
交
通
機
関
が
鉄
道
、
軌
道
以
外
に
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
明
治
末
よ
り
大
正
期
に
か
け
て
、
幹
線
鉄
道
よ
り
隔
っ
て
い

た
地
域
社
会
は
経
済
階
層
の
い
か
ん
を
間
わ
ず
局
地
鉄
道
の
建
設
を
熱
望
し
て
い
た
。
壇
上
や
川
上
の
よ
う
な
鉄
道
建
設
の
リ
ー
ダ
ー
は

こ
の
よ
う
な
広
い
階
層
に
亘
る
要
求
を
組
織
化
し
、
実
現
の
具
体
的
な
手
段
を
講
じ
た
人
達
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
全
体
の

ム
ー
ド
と
株
主
構
成
に
現
わ
れ
た
地
域
社
会
を
挙
げ
て
の
協
力
態
勢
を
考
え
る
と
、
大
株
主
た
ち
が
単
な
る
利
益
追
求
だ
け
で
投
資
を
行

な
っ
た
と
す
る
見
方
は
危
険
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
当
時
の
軽
便
鉄
道
の
経
営
は
決
し
て
利
益
率
の
高
い
も
の
で
は
な
く
、
多
額
の
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政
府
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
も
、
無
配
当
や
低
率
配
当
、
優
先
株
の
み
の
配
当
が
一
般
化
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
大
株
主
に
と
っ
て



200 

は
最
初
か
ら
大
き
な
利
益
を
期
待
し
て
投
資
で
き
る
状
態
に
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
当
時
の
局
地
鉄
道
に
対
す
る
投
資
を

配
当
利
益
の
追
求
と
す
る
見
方
か
ら
ま
す
ま
す
離
す
要
因
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
の
局
地
鉄
道
に
対
す
る
投
資
の
動
機
を
経
済
的
合
理
性
だ
け
で
考
察
す
る
の
は
事
態
を
正
し

く
認
識
す
る
手
段
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
鉄
道
に
対
す
る
建
設
要
求
の
全
国
的
な
ム

1
ド
を
背
景
と
し
、
地
域
社
会

に
お
け
る
資
産
に
応
じ
た
連
帯
責
任
の
義
務
感
に
支
え
ら
れ
た
投
資
の
動
機
を
資
料
の
上
で
証
明
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
か
し
い
が
、
わ

が
国
の
地
域
社
会
の
も
つ
経
済
的
非
合
理
性
の
内
面
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
視
点
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

こ
の
よ
う
な
視
点
に
つ
い
て
は
な
お
多
く
の
具
体
例
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

玉
、
結

語

第
一
次
産
業
・
と
く
に
農
業
の
卓
越
地
域
の
局
地
鉄
道
に
あ
っ
て
は
地
主
金
融
資
本
家
の
役
割
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
明
治

末
よ
り
大
正
期
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
軽
便
鉄
道
で
あ
る
、
鞘
軽
便
鉄
道
と
東
野
鉄
道
の
建
設
過
程
を
概
観
し
た
結
果
で
は
、
そ
の
株
主

分
布
の
川
沿
線
地
域
へ
の
集
中
、
凶
地
主
金
融
資
本
家
の
大
株
主
と
し
て
の
優
位
性
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
大
株
主
に
は
他
地
域
の
地

縁
関
係
者
や
地
主
金
融
資
本
家
、
商
業
金
融
資
本
家
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
、
そ
の
構
成
は
単
純
で
は
な
い
。
ま
た
鉄
道
建
設
の
リ
l
ダ

ー
は
地
域
的
に
広
い
活
動
し
た
経
歴
の
人
物
で
、
当
時
の
地
域
社
会
全
体
の
要
求
を
背
景
と
し
て
、
多
岐
に
亘
る
性
格
の
資
本
を
調
達
し

鉄
道
建
設
に
成
功
し
た
。
地
主
金
融
資
本
を
主
体
と
す
る
鉄
道
投
資
の
目
的
を
明
確
に
分
析
す
る
だ
け
の
資
料
は
本
論
文
で
は
十
分
準
備

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
そ
の
解
明
に
努
め
た
い
と
思
う
。

こ
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
両
鉄
道
の
関
係
者
の
方
々
に
多
く
の
資
料
の
提
供
と
調
査
の
便
宜
を
は
か
つ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
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て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

鞘
軽
便
鉄
道
な
ら
び
に
東
野
鉄
道
の
建
設
と
発
達
を
中
心
と
し
た
総
合
的
な
交
通
地
理
学
的
研
究
は
別
の
機
会
に
発
表
す
る
予
定
で
あ

る。
本
論
文
は
一
九
六
八
年
四
月
の
歴
史
地
理
学
会
大
会
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
を
基
礎
と
し
、
こ
れ
に
加
筆
訂
補
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
附
記
す
る
o

①注

石
井
常
雄
「
両
毛
鉄
道
会
社
に
お
け
る
株
主
と
そ
の
系
盛
岡
」
、
明
治
大
学
商
学
論
叢
4
1
9
、
叩
(
一
九
五
八
)
七
八
五

1
八
O
八
頁
。
お
よ
び

石
井
常
雄
「
両
毛
鉄
道
会
社
の
経
営
史
的
研
究
」
、
明
治
大
学
商
学
研
究
所
年
報
4

(
一
九
五
九
)
二
ハ
一

l
二
O
七
頁
。

本
田
紀
久
子
「
横
浜
鉄
道
に
見
る
私
有
鉄
道
の
一
構
造
」
、
交
通
文
化
5

(
一
九
六
五
)
九

t
一
八
頁
。

川
田
礼
子
「
中
央
線
の
建
設
と
そ
の
経
味
的
背
景
」
、
交
通
文
化
5

(
一
九
六
五
)
一
九
l
三
五
頁
。

青
木
栄
一
「
下
津
井
鉄
道
の
成
立
と
そ
の
性
格
瀬
戸
内
海
近
世
港
町
に
お
け
る
鉄
道
導
入
に
関
す
る
研
究
第
一
報
」
、
地
方
史
研
究
W
(
一
九

六
九
)
四
五

l
六
O
頁
。
青
木
栄
一
「
近
世
港
町
に
お
け
る
鉄
道
交
通
の
導
入
と
そ
の
特
質
|
斬
お
よ
び
下
津
井
の
場
合
」
、
東
北
地
理
幻
|
3

(
一
九
六
九
)
〔
予
定
〕
。
青
木
栄
一
・
亀
田
郁
子
「
黒
部
鉄
道
の
発
達
と
沿
線
地
域
の
変
貌
に
関
す
る
地
理
学
的
研
究
」
、
新
地
理
施
1

1

(

一
九

六
九
)
〔
予
定
〕
。

青
木
栄
一
「
ロ
ー
カ
ル
線
建
設
の
歴
史
と
そ
の
政
治
的
意
義
」
、
鉄
道
ピ
ク
ト
リ
ア
ル

M
M
O
(

一
九
六
九
)
二
四

l
二
八
頁
。

中
西
健
一
「
日
本
私
有
鉄
道
史
研
究
|
都
市
交
通
の
発
展
と
そ
の
構
造
」
、
八
日
本
評
論
新
社
V
(
一
九
六
三
)
六
四

t
七
五
頁
。

守
田
志
郎
「
地
主
経
済
と
地
方
資
本
」
(
近
代
土
地
制
度
中
一
研
究
叢
書
第
六
巻
)
〈
御
茶
の
水
書
房
V
(
一
九
六
三
)
一
八
二

t
一
八
四
頁
。

青
木
栄
一
「
近
世
港
町
に
お
け
る
鉄
道
交
通
の
導
入
と
そ
の
特
質
納
お
よ
び
下
津
井
の
場
合
」
、
東
北
地
理
幻
|
3
(
一
九
六
九
)
〔
予
定
〕

「
納
鉄
道
株
式
会
社
設
立
援
ビ
ニ
鉄
道
布
設
発
起
認
可
申
請
書
」
(
鉄
道
省
文
書
所
収
)

「
東
野
鉄
道
発
起
人
身
元
調
書
」
(
栃
木
県
知
事
よ
り
東
京
府
知
事
あ
て
、
鉄
道
省
文
書
所
収
)

河
相
二
一
郎
氏
の
柄
鉄
道
史
に
関
す
る
草
稿
な
ら
び
に
同
氏
よ
り
の
聞
取
り
に
よ
る
。

④③②  @⑬@③⑦⑥⑤  
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⑬⑫  

前
掲
注
⑬

た
と
え
ば
、
石
井
常
雄
(
前
掲
注
①
)
、
本
田
紀
久
子
(
前
掲
注
①
)
、
川
田
礼
子
(
前
掲
注
③
)
な
ど
で
、
そ
の
経
済
主
体
は
い
ず
れ
も
機
業
家

で
あ
っ
た
。

青
木
栄
一
「
下
津
井
鉄
道
の
成
立
と
そ
の
性
格
瀬
戸
内
海
近
世
港
町
に
お
け
る
鉄
道
導
入
に
関
す
る
研
究
第
一
報
」
、
地
方
史
研
究
仰
(
一
九

六
九
)
四
五

l
六
O
頁。

鉄
道
省
「
主
要
貨
物
統
計
年
報
昭
和
十
一
年
度
」
国
鉄
が
西
那
須
野
駅
に
お
い
て
東
野
鉄
道
と
の
問
に
連
帯
運
輸
を
行
な
っ
た
貨
物
を
品
目
別
に

集
計
し
た
も
の
。

青
木
栄
一
「
日
本
の
私
鉄
に
お
け
る
貨
物
輸
送
の
性
格
|
運
輸
密
度
と
貨
物
品
目
構
成
を
中
心
と
し
て
」
、
地
理
学
評
論
川
M
-
1
6
(
一
九
六
九
)
三

四
九

1
三
六
二
頁
。
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